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産 とイ ンド産及びベ トナム産の栽培を実施 した。こうした各種ケナフの栽培経験か
ら、自然に栽培に対する感覚が養われ、ケナフの成長観察 とそれに適応する葉 ・茎 ・






























































































































皿.ケ ナ フの水耕栽培 の経験
1996年 には、新たに温室 内での青皮3号 の水耕栽培 を行 い・特 に酸性土 壌に
対する適応性な どを考 慮 してpHを 変えた生育実験 を実施 した・水耕栽培には青皮
3号を用 いた。装置はプランターを上下2段 に並べ上段 に赤玉土 を支持材 としてケ
ナフを生育させ、下段 は貯水槽 として一定の時間 ごとに水 を循環 させた・各装置の
栽培条件は、初めの3週 間は装養 を試験的に作動 させたため区画2・3(pH5・5)・
区画1、4(pH7.5)に 設定 した。その後、区画1(pH6・5)・2(pH5・5)・3
(pH4.5)、4(pH7.5)とした。各区画には、8本 のケナフを生育させた・移植
4日後 の5月31日 を起点 として6、7、8月 のケナフ基幹部の地面よ りの高 さに
対す る茎の太さを求 めたが、温室 の水耕栽培での各実験 区において・茎の太 さと高
さに差はなかった。3週 間後 の区画 ごとの葉の枚数は区画1:81枚 ・2:75枚 ・
3:86枚 、4:67枚 であ り、また葉1枚 当 りの面積はそれぞれ110・6㎝2・179.2
㎝2、18?.・N11、152.7㎝2であった。5ヶ 月後 、各区分 ごとに測定 したケナフ1本
当 りの平均重量は、それぞれ6.Skg、7.3kg、8.4kg、5.3kgであ り区画3は 区画4の
約1.6倍に相当していた。水耕栽培実験の結果か ら、ケナ フは適切な条件が整えぱ・
葉も大 きくな りその数 も増 し、必然的に高 くなると思 われる・さ らに・ケナフ1本
当 りの平均重量の結果か ら、ケナフの生育に酸性土壌が適 していることが分かった・
さらに根を観察 した ところ、酸性で生育の良かったケナフの根は・細い根が互 いに
絡み合 い全体が大き くなっていた。これに反 して、アルカ リ性で生育の悪かったケ
ナフの根は全体 に小さ く、 また、鉢植えの ものは細根 がな く長い太めの根の集 まり
であった。
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塑 ⊥使用 したケナフ青皮3号 は、キャンパスで栽培 した。薬品(NaOH,NaHCO、、




























ロニクスK.K湘 南テクニカルセンター(神 奈川県大井町)で 「ケナフ」紙す き体
験会を行った。これ らの成果についても議論 したい。















W.新 しい展 開を求 めて(夢 を語 る)
平塚市、平塚ケナフ普及協会等、私の身近な所で、ケナフの利用と製造の開発が
進め られ、幾つかの成果が得 られている。四国、高知での長年に渡るケナフ利用の
成果と併せて考 えると利用 ・開発の進展が、日本国内のケナフ栽培の鍵を握ってい
ると思われる。昨年、山梨でのケナフのパルプ化、さらに、今、栃木、今市で新 し
くケナフのパルプ化が進んでおり、このような対応か ら今螢の展開が明るくなって
きた。一方、外国でのケナフ栽培とそのパルプ化も決して悪い状態ではない。中国、
タイ1ベ トナムに続き、フィリピンでもミンダオ島を中心に、住民の間か らケナフ
栽培の機運が高まって来たことは嬉しいニュースである。
私達のケナフ研究にも、弾みがつき、ケナフの花、葉、茎、根の有用な成分の発
見にも進展がみ られたことは既に述べた。そのうえ、新しい新式の二酸化炭素測定
器が研究室に到着 し、実質的にケナフがCO2固 定にどれだけ寄与できるかの測定も
可能になった。いつれ、この成果 も報告 したい。
一136一
